
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７７０１

基盤研究(C)（一般）

2016～2014

眼軸長伸長に伴う眼底微細構造変化の解明

Morphological analysis of the eye elongation

７０４０４５１４研究者番号：

山下　高明（Yamashita, Takehiro）

鹿児島大学・医歯学域附属病院・助教

研究期間：

２６４６２６４３

平成 年 月 日現在２９   ６ １４

円     3,700,000

研究成果の概要（和文）：眼球も身長と同様に成長期に伸長するが、日本人の眼球成長に関する研究はほとんど
ない。本研究では小児でも簡単に検査できる、眼球の大きさを測定する光学式眼軸長測定装置と、眼底の立体構
造を取得できる光干渉断層計を用いて小学生および中学生の眼球成長を観察した。研究機関の3年間で、小学生
は3年生から5年生、中学生は1年生から3年生まで検査し、今後も同じ集団を継続して検査していく予定である。
現時点の結果として、眼球の成長度合い、および形状には個人差が大きく、近視の発症メカニズムも個人や時期
により違いがあること、眼球形状の個人差が様々眼疾患の発症、診断に関与していることが判明している。

研究成果の概要（英文）：There are few study about eye elongation in Japanese students. Therefore, 
the purpose of this study is to evaluate the morphological changes of the eye elongation in 
students' eyes using optical coherence tomography. The subjects of this study are elementary and 
junior high school students, and measurements was performed annually for seven years. We have done 
three years of the measurements. The results suggest that there is a large variation in eye 
elongation and shape of the eye and the variation may affect development and diagnosis of several 
eye diseases such as myopia and glaucoma.  
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１．研究開始当初の背景 
成長期の近視は、眼軸長の伸長によって生じ
る。近年、眼軸長の伸長で生じたと思われる
網膜、視神経乳頭の変形が、中途失明原因の
主原因である緑内障や、疫学調査で低視力の
主原因と判明した病的近視に大きく影響し
ていることが分かってきた。これらの研究は
マイクロメートル単位で網膜、視神経乳頭の
構造を断層撮影できる光干渉断層計によっ
て数値化することで、明らかにされてきた。
しかしながら、社会的にも大きな問題となる
近視の眼軸長伸長を継時的に光干渉断層計
で捉えた報告が無い。 
 
２．研究の目的 
本研究では、侵襲が無く、小児でも検査可能
な光干渉断層計と光学式眼軸長測定機器に
より、学童期における眼軸長の伸長とそれに
伴う網膜、視神経乳頭の変形を明らかにする
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
鹿児島大学付属小学校、付属中学校において、
代諾者と被検者ともに本研究に同意した小
学３年生、中学 1年生の児童に対して、光干
渉断層計、眼底写真、眼軸長測定、身長・体
重測定、日常生活に関するアンケートを実施
する。全ての検査は非侵襲であり、臨床でも
実際に小児に対して施行されている。小学校、
中学校に検査機器を持ち込み、学校の休み時
間を利用して、検査を行う。光干渉断層計で
得られた網膜や視神経乳頭の形状解析によ
る数値、および光干渉断層計と眼底写真から
ImageJ による画像解析で得られる数値、眼軸
長、身長・体重、日常生活に関するアンケー
ト間の関連を調査する。同対象者を小学生は
７年間、中学生は３年間継続して同様の検査
とアンケートを行い、眼球形態の変化と上記
パラメータ間の関連を調査する。 
 
４．研究成果 
小学校１２２名・中学校１８２名の３年間の
眼軸長、光干渉断層計および眼底写真による
後眼部イメージ、身長・体重、日常生活に関
するアンケートを取得し、データ化した。引
き続き小学生は４年間検査を行う予定であ
る。現時点の結果として、眼球の成長度合い、
および形状には個人差が大きく、近視の発症
メカニズムも個人や時期により違いがある
こと、眼球形状の個人差が様々眼疾患の発症、
診断に関与していることが判明している。 
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